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割が承認されると同時に、国家に対するイタリア司教協議会 (CE 1 
Conferenza Episcopale ltaliana)の排他的な代表権が設定され、このCEIが、
新たに制定された任意で所得税から控除されて教会に配分される「千分の八」
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Leonardi(eds.)， Politica in 1talia. Edizione 86， Bologna， 1Mulino， 1987， pp.29-47. 





























究所が全 5 巻に及ぶ浩輸な『第二ヴァチカン公会議史~ (1995 -2001年)13 を
刊行したことからも分かるように、キリスト教民主主義にとって第二ヴァチカ
ン公会議こそがもっとも重要な宗教思想上の準拠枠をなすものであると考えて
1 Giuseppe Alberigo (ed.) ， Giusψ'Pe Dossetti， Bologna， 1 Mulino， 1998; Paolo Pombeni， Il
gruppo dossettiano e la fondazione della democrazia italiana， Bologna， 1Mulino， 1979. 
12 高橋利安 「労働に基礎を置く民主共和国についての一考察 (二)J ~法研論集』、 38 、 1986年、
pp.45-68o 




























熟したカトリック教徒J (cattolico maturo) に対して、「福音精神J (spirito 
evangelico)だけを宗教的な前提として残し、それ以外については個人の市民
としての自発的な選択に基づく緩やかな連帯を訴えかけたもので、あった 17
14 Giuseppe Dossetti， IlVaticano 11， Bologna， 1Mulino， 1996. 
15 Giuseppe Dossetti， Sentinella， Quanto resta deUαnotte? Milano， Edizione San Lorenzo， 1994: 
id， 1ν。loridella costituzione， Milano， Edizione San Lorenzo， 1995. 
16 Car10 Maria Martini e Umberto Eco， In cosa crede chi non crede? Roma， Liberal， 1996.; 
Giuliano Vigini， Carlo Maria Martini， Cinisello Balsamo， San Paolo， 1999. 


























社会J(societas perfecta)論をあげることができる O これは「教皇首位権」








18 Aνvenire， 26 marzo 1995. 
現代のカトリシズムと新保守主義の運命 23 
第二ヴァチカン公会議(1963-65年)は教会論にも根本的な変化をもたらし
た O 特に 1964年の『教会憲章~ (Dogmatic Constitution on Church: Lumen 
Gentium) は、教会を「神の民J(people of God) からなる共同体であるとし、
教会の決定における司教との協働制 (Episcopalcollegiality)の原則が定められ
た。 また65年の『信教の自由に関する宣言~ (DecIaration on Religious Libe均r:
Dignitatis Humanae) では、自由民主主義がもっとも望ましい統治体制である
とし、国連の人権宣言を支持するとともに、個人の宗教選択の自由を認めた。
同じく 65年の『現代世界憲章~ (Pastral Constitution on the Church in the 
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mondo contemporaneo， Roma-Bari， Laterza， 1990， pp.3-63.村上信一郎「近代におけるローマ教
皇権の確立J歴史学研究会編『幻影のローマ』青木書居、2006年、pp.405-429。
20 南山大学監修『第2バチカン公文書全集』 サンパウロ、 1986年。
21 Gene Bums， The Frontiers of Catholicism， Berkeley， University of Califomia Press， 1992; 































ていた。ちなみに教理省 (Congregatiopro Doctrina Fideli)はパウロ六世によっ
て1965年に改組されたもので その起源は1542年にパウロ三世によってプロテ
スタントの取り締まり機関として創設された「異端審問裁判所J(Tribunale 
della Santa Inquisizione)にあり、 1908年に「検邪聖省J(Sant'Ufficio) と改称
22 Gianni Baget Bozzo， Ilルturodel cattolicesimo， Casale Monferrato， Piemme， 1997. 
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27 Giovanni Paolo 1， Varcare la soglia della speranza， Milano， Mondadori， 1994 [曽野綾子 ・
三浦朱門訳 『希望の扉を開く 』同朋社出版、 1996年]。
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半ば死語と化していた。この声明にはケンブリッジ大学教授ニコラス・ラッシュ

















ノ枢機卿は、これが「聖書にも匹敵する予言的示現J(una visione profeticfa 
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ノミ) J ~世界~ 2005年 6月号。

































34 La Commisione teologica intemazionale， Memoria e riconciliazione: la Chiesa e le co争edel 
passato， Milano， Paoline， 2000. 
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の 1967年の著書『聖なる天蓋~ (The Sacred Canopy)は、こうした世俗化論の
代表的な著作と考えられてきたへだがバーガーは、 1999年の編著『世界の脱
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ン・イスラム革命 (79年)、中越戦争 (79年)、サッチャ一首相の登場 (79年)、
















41 Pippa Norris & Ronald Inglehart， Sacred and Seculare， Cambridge， Cambridge University Press， 
2004. 
















第二は、オプス・デイ (OpusDei) の教皇庁における権力の拡大である O
これはスペインのホセ・マリア・エスクリード神父(1902-75年)が1928年に
マドリードで創設した信心会である(正式の名称は SocietaSacerdotale della 
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47 Angelo Giolo e Brunetto Salvarini， 1 cattolici sono tuti uguali? Una mαrppa dei moνimenti 
della Chiesa， Genova， Marietti， 1992; Alberto Melloni (ed.) ，“ movimenti nella Chiesa，" 
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Liberation， August. 6， 1984 cit. da www.vatican. 
51 Id. Instruction on Christian Freedom and Liberation， March 22， 1986 cit.da www.vatican. 
36 村上信一郎
リズムとの戦し'Jをイスラム原理主義の脅威に曝された西欧キリスト教文明の





























52 Gaetano Quagliariello， Cattolici， pacがsti，teocon. Chiesa e politica in Italia dopo la caduta del 
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た。 しかも、この雑誌は「カトリック教徒と世俗の人々との出会いJ (un 
incontro tra catolici e laici) という副題を掲げていた。それゆえCEI議長ル
イーニ枢機卿もこのグループ。には著しく融和的な態度を示していた。『リベラ
ノレ』の編集者の一人で、イタリアの有力紙『コリエレ・デッラ・セーラ』






















57 Emesto Galli della Loggia， La morte della patria， Roma-Bari， Laterza，1996. 



































59 Adrian Hasting， The Theology of a Protestant Catholic， London， SCM Press， 1990. 





























興である O マルティーニは、「熱狂者J(zealot) によるエキセントリックなカ
リスマ的教会運動こそが、むしろふつうの信者を教会から遠ざけてしまい、教
会制度を内部から破壊していると批判したのである。
61 Synod of Bishops， 1Special Assembly for Europe， JIωus Christ， Aliνe in his Church， Source 
of Hope for Europe: Instrumentum laboris， October 1-23， 1999 cit.da www.vatican. 






( 1 )既婚者の「長老職J(presbyter)への叙階、(2 )女性の司祭への叙階、




























63 Istruzione della Congregazione per la Dot1rina della Fede， 1rispetto dellaνita umana nascente 































64 国民投票を推進する立場については、 EleonoraCirant， Non si gioca con laνita， Roma， 
Riuniti， 2005; Vittoria Franco， Bioetica e procreazione assistita， Roma， Donzelli， 2005;反対の
立場の神学的論拠としては、 RomanoGuardini，刀 diritωallaνitaprima della nascita， Brescia， 
Morcelliana， 2005 (testo originale tedesco in 1949)。
65 Parole di Benedetto. Laνisione della Chiesa e del mondo negli interνenti di Joseph Ratzinger， 
Milano， Ancora， 2005， pp.24-29. 
66 La Repubblica， 26 maggio 2005. 
42 村上信一郎
簡単だ。人工授精が必要なら外国に行けばよい。この 1年で、外国に行ったカッ
フ。ルは3倍に増えたという。こんな現実を知ると、教会が唱えた棄権運動など、
まるでパロディーにしかみえない。それともイタリアは世界に冠たる「偽善者」
に満ち溢れたカトリックの固ということになるのであろうか。
*本稿は2007年10月6日に明治学院大学で開催された日本政治学会研究大会・
分科会「保守とは何か」における報告をもとにして作成されたものである。ま
た人名に付記された肩書きもすべて当時のものである。
